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「
昨
日
か
ら
熱
が
出
ま
し
た
。
風
邪

か
と
思
っ
て
様
子
を
み
て
た
ん
で
す
け

ど
、
今
朝
か
ら
体
に
小
さ
な
ブ
ツ
ブ
ツ

が
出
て
い
る
し
、
ご
飯
も
食
べ
な
く

な
っ
た
ん
で
す
」。

　

こ
れ
は
小
児
科
外
来
で
時
々
見
ら
れ

る
光
景
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
溶
連
菌
感

染
症
の
症
状
で
も
あ
り
ま
す
。

　

溶
連
菌
は
、
正
確
に
は
溶
血
性
連
鎖

球
菌
と
呼
び
、
溶
連
菌
の
中
に
は
小
児

の
上
気
道
（
気
道
の
う
ち
、
鼻
、
口
か

ら
咽
頭
、
喉
頭
ま
で
）　

や
皮
膚
な
ど

で
の
化
膿
性
疾
患
の
原
因
菌
で
あ
る
Ａ

群
β
溶
連
菌
や
、
新
生
児
期
の
感
染
症

と
し
て
知
ら
れ
る
Ｂ
群
β
溶
連
菌
な
ど

多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、

Ａ
群
β
溶
連
菌
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

典
型
的
に
は
、
発
熱
、
喉
の
痛
み
、

食
べ
物
を
飲
み
込
み
に
く
い
な
ど
が
あ

り
、
扁
桃
腺
は
黄
～
灰
白
色
の
膿
の
よ

う
な
も
の
で
覆
わ
れ
ま
す
。
ま
た
全
身

に
赤
い
小
さ
な
発
疹
を
認
め
、
治
癒
後

治
療

　

抗
生
剤
の
内
服
で
す
。
薬
の
種
類
に

よ
り
ま
す
が
、
５
～　

日
間
の
内
服
が

１０

必
要
で
、
ま
た
後
で
述
べ
る
合
併
症
予

防
の
た
め
に
も
重
要
で
す
の
で
、
「
熱

が
下
が
っ
た
か
ら
、
残
り
の
薬
は
次
に

と
っ
て
お
こ
う
」
で
は
な
く
、
処
方
さ

れ
た
と
お
り
に
全
て
内
服
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

溶
連
菌
感
染
後
の
注
意
点

　

他
の
感
染
症
と
異
な
り
や
っ
か
い
な

点
は
、
治
癒
後
数
週
間
し
て
別
の
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

で
す
。
そ
の
中
で
も
急
性
糸
球
体
腎
炎

が
有
名
で
す
。
こ
れ
は
溶
連
菌
感
染
後

に
１
～
２
週
間
、
皮
膚
感
染
で
は
３
～

６
週
間
し
て
生
じ
、
頻
度
と
し
て
は
そ

れ
ぞ
れ
約
５
～　

％
、
約　

％
と
言
わ

１０

２５

れ
て
い
ま
す
。
症
状
は
コ
ー
ラ
色
の
尿
、

尿
量
の
減
少
、
む
く
み
、
高
血
圧
な
ど

で
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た
場
合
、

多
く
は
入
院
管
理
が
必
要
な
た
め
、
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
学
校
や
保
育
園
へ
戻
る
時
期
で

す
が
、
適
切
な
治
療
開
始
後　

時
間
で

２４

感
染
性
は
消
失
し
ま
す
の
で
、
抗
生
剤

の
内
服
を
開
始
し
て　

時
間
た
っ
て
、

２４

解
熱
し
て
い
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

　

溶
連
菌
感
染
は
発
熱
や
皮
膚
症
状
だ

け
で
な
く
、
そ
の
後
の
合
併
症
に
も
注

意
が
必
要
で
す
の
で
、
医
師
の
指
示
を

守
り
、
経
過
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

子どもによくある感染症

 溶  連  菌 感染症
よう れん きん

なるほど!!健康講座
問合せ　廿日市市保健センター☎欝１６１０

佐伯地区 医師佐伯地区　医師会会

ひぐち・こうしょうひぐち・こうしょう　

樋口 公樋口　公章章先生先生

に
手
や
足
で
は
皮
が
む
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
皮
膚
へ
の
感
染
で
は
と
び
ひ

（
伝
染
性
膿
痂
疹
）
の
原
因
菌
と
し
て

も
知
ら
れ
て
お
り
、
小
さ
な
水
ぶ
く
れ

や
、
か
さ
ぶ
た
を
伴
っ
た
病
変
を
認
め

ま
す
。

　

溶
連
菌
の
診
断
は
細
菌
の
培
養
検
査

に
て
確
定
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
は
喉
を

綿
棒
で
ぬ
ぐ
っ
て
行
う
迅
速
検
査
に
よ

り
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

は　

分
程
度
で
検
査
結
果
が
判
明
し
ま

１０
す
の
で
、
そ
の
場
で
診
断
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

こ
の
よ
う
な

症
状
が
あ
れ
ば
溶
連
菌
？
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ＭＹ　ＴＯＷＮ　ＴＯＰＩＣＳ　　　　 まちのわだい

写真＿１　はつかいちリサイクルプラザでは、古い
布から作った草履や草木染めなど、リサイクル講座
で作った作品を展示。　写真＿２　壊れたおもちゃ
を修理する「ひろしまおもちゃ病院」。おもちゃ医師
の今井正明さんは、「壊れても、直せば使えます。も
のを大事にする心を育んでほしいですね」と話して
くれた。　写真＿３　市公衆衛生推進協議会による飲
料用パック８枚とトイレットペーパー１ロールの交
換。写真＿４　５４区画の出店があったリサイクル
マーケット。

　１０月１４日、サンチェリーとその周辺で、

「はつかいち環境フェスタ２０１２」が行われま

した。

　会場がオープンする１０時前には長蛇の列

ができ、エコに対する市民の関心の高さが

伺えました。会場では、シルバー人材セン

ターによるリユース家具・自転車の販売や、

はつかいち市民図書館による雑誌のリサイ

クル市などのエコやリサイクルに関する

ブースが並んだほか、リサイクルマーケッ

トや、エコカーの展示・試乗会も行われま

した。

　フリーマーケットを見に来たという 吉田 
よしだ

 政史 さん（４０歳）は、「ちょっとしたことで、
まさふみ

大きな節約になることが多いことを改めて

知りました。これを機に、普段の生活を見

直していきたいです」と話してくれました。

　当日の来場者は約１，５００人。マイ箸持参で

割引があるエコレストランで食事をしたり、

ステージで着ぐるみのペンギンと一緒に写

真を撮ったりと、思い思いにフェスタを楽

しんでいました。

エコな暮らしの
きっかけにしてください

はつかいち環境フェスタ２０１２

１

　９月２２日、９月の老人保健福祉

月間に合わせて、１００歳を迎えた

 矢的  武雄 さん（宮島町）を眞野市
やまと たけお

長が訪問し、記念品などを贈呈し

ました。

　矢的さんは、今も民芸品店の店

先に立ち、宮島を訪れる人との交

流を楽しんでいます。

　「まだまだ人生折り返し、これか

ら再スタート、みんなに元気を届

けることが私の役目です」と抱負

を話してくれました。

１００歳の元気な笑顔に
会いました

社会に貢献した高齢者を祝う

市では、今年度２９人に記念品などを贈り、長寿
を祝った。

　４月以降、登下校中の児童など

の列に自動車が突っ込み、死傷者

が発生する痛ましい事故が相次ぎ

ました。

　これを受けて、通学路における

交通安全を一層確実に確保するた

め、文部科学省、国土交通省およ

び警察庁では、連携して対応策を

検討し、通学路の安全点検や安全

対策を検討しています。市内でも

関係者が集い、通学路の緊急合同

点検を実施しました。

子どもたちの安心、安全な
登下校のために

通学路の緊急合同点検

写真は、津田小学校の通学路。１０月９日、学校
関係者、道路管理者、警察署、教育委員会が集
まり、さまざまな意見を出し合った。

　１０月１４日、第３３回大野健康を守

る集いが大野福祉保健センターで

開催されました。会場では健康

チェックコーナーや健康相談コー

ナーが設けられ、来場者は血圧測

定や血管年齢測定、体力測定を行

い日頃の健康に対する興味を深め

ていました。開会式で中丸実行委

員長は「病気になって初めて気付く

ことが多い。この機会に皆さんがさ

らに健康を増進し、病気の予防に努

めてほしい」と話しました。

健康で過ごすために
普段からの健康チェックを

第３３回健康を守る集い

「お口の健康コーナー」で歯磨きの指導を受け
る板木航大君（５歳）。会場では検診のほかに、
ウォーキング大会も行われた。

２３

４


